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Ⅰ.は じめ に

ラオス 人民民 主共和 国(以 下 ラオ ス)の 看 護 師の主 な業務 は 「注 射」 で、 中で も筋 肉内

注射 が最 も多 く実 施 され て いるが、そ の技術 は正確 さ、安 全 性 に関 して 、問題が多 く含 ま

れて い る(山 本,2007)。 よ り安全 な筋 肉内注射 技術 の実施 を 目指 し基 礎研究 に取 り組 んだ 。

Ⅱ.目 的

ラオ ス の医 療施 設 にお け る 看護 師 ・准看 護 師(以 下 看護 職者 とす る)が 行 う筋 肉内注 射

技術 につ いて、看 護学校 で の教 授 内容 か ら、医療施 設 での看 護業務 にお ける実践 の現状 を

調査 し、 筋肉 内注 射技術 の習 得か ら定 着 に至 る過 程 での問題 点 を明 らか にす る。

Ⅲ.研 究 方法

1.第 一 段 階:看 護 学校 にお ける調査

1)デ ー タ収集 期 間:2008年8月 の5日 間

2)デ ー タ収集 方法

筋 肉 内注 射 の基礎 知識 、授 業構 成や 教授方 法 、学 生へ の教授 時 の態度 な どにつ いて 、

半構 成 的面接 を行 った 。 また 、授業 な どで使用 して いる教科 書や資 料 を入 手 した。

3)調 査 対象施 設 ・対象者:ラ オス国 内首都 ・北部 ・南部 の3校 の教員 各校1名

2.第 二 段 階:病 院にお け る調査

1)デ ー タ収集 期 間:2008年8月 の10日 間

2） デ ー タ収集 方法　　　　　　　　　　　　　　　

(1）筋肉内注 射 の基 礎知識 と筋 肉 内注射 実施 の態 度 につ いて、 半構成 的面接 を行 った 。

(2)看 護職員 が行 う筋 肉注 射 の準 備 ・実施 中 ・後 の手順や 患者 への対応 について参 加観

察 を行 い フィール ドノー トに記録 、看護 職員 の基礎情 報 を 口頭で 質 問 し記録 した。

3)調 査 対象:ラ オス北部A県 立 病 院 とA県B郡 病 院 に勤 務す る看護職 員

3.デ ー タ分 析方法

1） 筋肉 内注射 の基 礎知識 につ いては 、項 目別 に集 計 を行 い、看 護 学校 の結 果 と、病 院で

の結 果 を比較 ・検討 した。

2)半 構 成 的面接 の結果 は、 内容分析 の手法 で 、カテ ゴ リー分 類 した。

3)参 加観察 の結 果は 、 日本 の看 護技 術 の手順 に沿 って 、手順 毎 に分 類 ・整理 した。

4.倫 理 的配慮

青森県 立保 健大学 およ び ラオ ス国 の研 究倫 理委員 会 の審 査 を受 け、 承認 を得 た。



Ⅳ.結 果 ・考察

1.筋 肉 内注 射の テキス トにつ いて

ラオ ス の看護 学校 で使 用 されて いるテ キス トの内容 は様 々であ った。 日本 では 、大腿 四

頭 筋 短縮 症 の原 因 にな るた め推奨 され て いな い(高 橋 ら　2005)大 腿部 へ の筋 肉内注射 を禁

止 して い るのは、南部 だ けで 、そ の他 は、「血管 ・神経 が多 い」 との追記 は あるが禁止 して

お らず 、具体 的な選 定方法 が記載 されて いた。 しか し、適切 な針 の太 さや長 さの選択 、刺

入 の深 さや 、神 経損傷 の有 無の確 認や、実 施後 の観察 ・看護 師の責任 につ いて は記 載が な

か った 。 また、殿部 へ の筋 肉内注射 も、4分3分 法が 一般 的で あったが、坐 骨神経 と上殿

動脈 の走行 よ り危 険な部位 で あ り、 日本 では ホホ シュテ ッターや ク ラー クの点 に変 更 され

て きて いる。しか し、ラオス では技術 に関す る新 しい情報 を入 手す る手段が 限 られ てお り、

た また ま派遣 にな った外 国人ボ ラ ンテ ィア看護 師の影 響 を受 けた り、地域 に よって、教 育

内容 に違 いが生 じた りす る一番 の原 因は、 ラオスで共 通 の現 地語 の教科書 がな い ことで あ

ろう。 また 、患者へ の配慮 や実施後 の観 察 について の記載が あったのは 、北部 の もの だけ

で あ り、南 部の もの には看 護師 の責任 の記載 もな く、技 術 に限定 され たテ キス トであ った。

看 護技 術 は単 な る技術 の提 供で はな く、そ の 目的や実施 後 の評価 、 さ らには患者 への配 慮

まで を含 んで教 育 して い くべ きであ り、それ らの内容 も不可 欠で あ ると考 え る。保 健省 な

どが 中心 とな り、教科 書 の統 一 を始め る と ころか ら、技 術 の標準化 をして い く ことが 、各

地域 での誤差 をな くし、 ラオス での安全 ・安 楽な看護技 術 の提供 につなが る と考 え る。

2.筋 肉内注 射時 の安 全 につ いて

1)部 位 の選択 につ いて

教 育現 場で も臨床現場 で も部 位 の選 択 自体 が、患 者 の安 全守 った り、逆 に安 全 を阻害

す る とい う意識 はなか った。 これ は、基礎教 育で安 全 を守 るため の部位 の選択 につ いて

意識 して教育 されて いな い こと、 また、大 腿部 の神経や 血管 の走行 につ いて 、解剖 学 を

しっか り理解 して いな い ことが考 え られ るが、患者 の希望 を取 り入れ 、よ り危 険な方 法

を選択 して しま う、 とい う場 面 も見 られた 。 また 、小児 の筋 肉内注射 には 、南部 のテキ

ス トの み大腿部 を選択 す るよ うに記載 され て いた が、調 査対象 の病 院で も、小児 には大

腿部 を選択 す る ことが 一般 的で あったが、 日本で は、小 児 の筋肉 内注 射 を推奨 しな い動

きが ある。今後 、よ りエ ビデ ンス の高 い研 究 を蓄積 し、 ラオ スの よ うに最新 の研 究報 告

や 情報 が入手 困難 な 開発途上 国 に、 正確 にかつ迅速 に情報 提供 して い くことが必要 であ

る と考 える。

2)注 射針 の刺入 角度 ・深 さにつ いて

病 院 での調査 の結果 、全て の看護 師は 、針は皮膚 に対 し90度 で針基 まで 刺入す る、

と理解 して いた。しか し、教育現 場で は、90度 とい う刺入 角度 につ・いては共 通 して いた

が、昨年度 か ら針 の3分 の2ま で刺 入す る ことに変更 されて いた。教育現 場で の教育 が、

臨床現 場 に反 映 され るの は、それ な りの時 間 を要 す る と考 えるが、実 習生 も労働 力 とみ

な され る ラオスで は、学校 の演習 よ りも、臨床現 場 での実践 が重視 され て いる。よって、

教 育現 場の教育 内容 を変更す る のであれ ば、臨床現 場で も現任教 育 な どによ り変更 して

い く必 要が ある と考 える。

また 、注射針 は種類 によ り長 さが 変わ り、患者 の皮下脂 肪厚 が影響 す る注 射の刺入 深



度 につ いて は、個 人の体格 をアセス メ ン トした実施 が必 要 とされ、 一律な刺 入深度 を教

育す るよ りも、対 象の体格 によって判 断で き るよ うな教育 が必 要で はいか と考 える。

3)血 管 ・神経損傷 の確 認 につ いて

血管 へ の誤注射 を防 ぐた めに、刺入 後 には吸子 を 引いて必ず 血管 内 に針 が入 って いな

い ことを確 認す る ことがテキ ス トに も記載 されて お り、 実施 されて いた。 しか し、神経

の損 傷 につ いて は、 「注 意す る必 要 があ る」 とテ キス トに もあ り、看 護師 の知 識 に あっ

た に も関わ らず 、実施 場面で は確認 して いなか った。 また、 あえて 麻酔 の効 いて い る大

腿部 に選択 的 に注 射す るな ど、神経 損傷 の回避が 意識 されて いな い実 態 も明 らか にな っ

た 。神経損 傷 を回避す るた めの方法 には、① 安全 な部位 を確実 に選択 す る こと、② 患者

に急 激な疹 痛や しびれ がな い ことを確 認す る、が あ る。① につ いて は、 ほ とん どの場面

で 目視 によ り決 定 され て いた 。 また、 ラオス の患 者 は、大腿 が露 出 しやす い衣類 を身 に

つ けてお り、側 臥位 に して殿 部 を露出す る煩わ しさか ら、 よ り簡便 な大腿 を選択 して い

る看 護 師 もお り、患者 の安全 を守 る とい う意識 が低 いので はな いか と考 え る。② につ い

て は、確 認方法 につ いてテ キス トに記載 がな く、教育現 場で も実施 されて いな い項 目で

あった。 ラオ スで の神 経損傷 の事 故報告 につ いては把握 され て いな いが 、患者 の安全 を

守 るた めの神経 損傷 の有無 の確認 につ いて、基 礎教育 に取 り込む とともに、 臨床現 場 で

も再教 育が必 要な項 目で ある と考 え る。

4)感 染 対策 につ いて

調査対 象 の2病 院で はデ ィスポーザ ブル の注射器 ・針が使 われ てお り、針 の使 い回 し

によ る血液 感 染 の危 険性 は少な い と考 え られ る。 しか し、 薬液 の吸 い上 げ の時 に、 附属

の針 を外 し滅 菌 されて いな い太 い 目の針 に替 えア ン プル か らの 吸い上 げ を行 ってお り、

感 染管 理上 問題 で ある。 北部 のテキス トには 、筋 肉内注射 の特徴 として 「膿瘍 に気 を付

け る」 とあ り、筆者 の経験 か らも、筋 肉内注射 後膿瘍 にな り切 開排 膿 を行 う場 面 に幾 度

と遭遇 した。不 潔な注 射針 な どの利用 で感染 をよ り高め る行 為 に関 して は改善 すべ きで

ある と考 え る。 また 、テ キス トの中 の感 染対策 につ いて は、手洗 い以外 に言及 され てお

らず 、資材 の選 択 、確実 な 無菌 操作 な ど、よ り具体 的 な感 染防 止の ため の教育 を行 い、

臨床現 場で も見 直 して い く必要 が ある と考 える。

　また 、注射 済み の針や ア ンプルは 、使 用済 みプ ラスチ ック製 点滴ボ トル に捨て るよ う

にな って いたが、 廃棄 前 に リキャ ップす る ことが習 慣化 されて いた。看 護職者 自身へ の

感染 防止 とい う意識 は低 く、教 育現場 で も特 に言及 は され て いな い項 目で あった 医療者

の感染 防止対 策、安 全 を守 る ことも含 めた総 合的 な教育が 必要 で ある と考 える。

5)確 認 につ いて

今 回の調査 対象 のテ キス トに、5つ のRに つ いて記載 されて いた のは、首 都の ものだ

けで 、そ の他 の テキス トに、 「患者 を間違 わない よ うに」 との 記 載 はあ るが、そ の他 の

確 認 につ いては記載 され て いない。確 認 によ る安全 管理 につ いて も、教 育現 場 の教 育 に

盛 り込 まれ 、 さ らに臨床現 場 で実 践 でき るよ う取 り組 んで い く必 要 があ る と考 える。

3.筋 肉内注射 時 の安 楽 につ いて

患者 の安楽 へ の配 慮 と して、[痛 くな いよ う手早 く行 う(15名 、75%)]の1項 目の みで、

事 前 の説 明や言 葉掛 けな どの必 要性は特 に意識 され て いな か った 。観察 場面 で も、 事前 の



説明が あ った もの は15例 中10例 、残 り5例 は説 明、言葉 掛 けなか った。 また、実施 中、

「痛 くな いです か?」 な どの言葉 かけや 、腕 をさす る というタ ッチ ングによ り、患者 の苦

痛 を緩和 しよ うと して いる看 護師 が小数 では あるが観察 され た。教 育現場 で も、患者 の苦

痛 へ の配 慮 には 目が 向 け られてお らず、 いか に技 術 を正 確 に行 うか とい うことが 重要視 さ

れて い るよ うで あった。技 術 を安 全 に提 供す る ことは もち ろん、そ の技術 の提供 に伴 う患

者へ の配慮 につ いて も基礎 ・現任 教育 に盛 り込 んで い く ことが理想 的で あ ると考 え る。

4.学 校で の教育 の波及効 果

針 の刺 角度 ・深 度、注 射場所 の選定方 法 は教 育現場 、臨床 現場 で共通 して いた。双方 の

相違 の一例 として 、教育現 場で は、以 前は針 の刺入 の深 さを一律 に針基 まで と教 育 して い

たが 、新 たな情 報 によ り、3分 の2ま で刺入 に変更 した 学校 もあ った。しか し、現 場で は、

従来通 りの針 基 まで刺入す る方法 で実施 され ていた。 日本 の基礎看 護教 育の教 書の分析 で

も、各教書 の記載 内容 に、違 いが ある ことが 明 らか にな ってお り(長 谷 川2001)、 その5年

後 の追 跡調 査 にお いて も、研 究結 果 に基 づ く教 本 の加 筆 ・修 正が な され て いるのは、9書

籍 中3書 籍 のみ で、研 究結果 が教科 書 に反 映 され るの には、時間 を要 して お り(山 幡 ら2006)、

ここ30年 間教 育内容 に大 きな変化 がな い と報告 されて い る。日本 にお いて も、錯 綜 中の技

術 であ る とい えるが、 ラオス のテキス トに関 して は、現在 の世界 的な筋 肉内注 射の動 向か

らも見 直 さな くてな いけな い課 題が多 くあった。 また、教 育 内容 に関 しては 、教員か らの

聞き取 りのみで 、学生 の知識や 態度 を把 握す るまで には至 らず 、新 しい教 育 を受 けた学 生

が 、病 院実 習で患 者 に筋肉 内注 射 を実施 す る際、学校 で習 った方 法で実 施 して い るのか、

それ とも看 護師が 実施 して いる方法で実 施 して いるのか は確 か ではな い。 しか し、 ラオス

では、実 習生 は看 護師 か ら指導 を受 け るとい うよ り、「見て学 ぶ」ことが 多 い と報告 されて

お り(山 本,2007)、 テ キス トや 基礎看 護教 育 を改善 して も、そ の実 習生や 卒業 生が基 礎

看護 教育 で習 った方法 を採用す る ことは少な く、基 礎看護 教育現 場 の改 善 によ る臨床現 場

までの波 及効果 は困難 であ る ことが推測 され る。 よ っそ 、テキ ス トの変 更や基 礎看護 教育

の改善 だけでな く、現在 就業 して いる看 護職 の再教 育が必 要不 可欠 であ ると考 え る。
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